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「減租減息） IC:も変わりはなかった。もっともその

こと自体は抗日戦争がなお継続されている以上当

然の二とであ，，た。 ところがこのような中共の方

針，ことに国民党との合作の方針は，平和で民主

的な新中国の建設に一筏の望みを抱かせた戦後の

一時期ばかりか，国民雄；ニ中全公（46年3月〕にお

いて政協決議が破棄され， またほぼ時を同じくし

て｜玉［共同に大規模な内戦ポ勃発したのちにおL、て

も，少なくともたてまえとしては維持された。そ

のため，戦術的な配慮としてはどもhく，戦後の統

一戦線論にある種の暖昧さを残したことは荷定で

今1仁L、であろろ。実は，戦後において統一戦綿訟

が再度脚光を浴びるようになったのは， 4Gff6月

以降の中共の反米キャンベーンの展開を契機とし

て！じる。 ~LJII年亡れは「愛国統一戦線jの名でよば

れ川 3），ー資料によればいo, 「和平，民主Jの

要求よりも民族独立を首位に掲げるべきであると

している。 なお国内の階級矛盾に＂.）し、て i土，との

時点では，人民の「政敵」が地主，買弁，策閥，

’I守僚の反苦手＇Jit同，なカ、でも蒋， 宋，孔，陳の四大

家族であるとしながらも， これに対しては闘争も

判 ld，連台i）するとし、う政策を採るべきである

としている ＇cL5 ',0 

蒋介石独紫政府の打倒とこれを排除した民主連

台政府の樹立が公然と唱えられたのは， 47年10月

10日の「中閑人民解放軍宣言J(lt6）が最初であっ

たが『この頃には戦局における訴放軍の優勢：土ほ

ぽ決定的なものになりつつあった。っし、で同年12

J J c｝） 「当面川'Ii守勢と上れかれの任務j(ii 7）土壇す

るも沢東報；：；，において3 封建搾取階級のi二地。没

収，官僚資本の没収， 民族フツレジョアジーの保護

とL、う新民主主義革命の；！大経済課領が提起され

た。またこのとき初めて統一戦線における中共の

指弾権が明般に主扶された。主らに翌年4J)の

「晋緩幹部会議における講演j〔技引において，毛

沢東は，新民主主義革命を「プロレタリアートの

指導する，人民大衆の，帝国主義，封建主義およ

び官僚資本主義に反対する革命」として定式化し

た（，J9）。そしてその直後のメーデー・スローガン

で，帝国主義の走狗および反動分子の参加しなし）

いわゆる「新政協」開催のアピールを中共は出し

1-
f、－o

さて，この間，先の盤国統一戦線の呼び名はほど

tr_く使用されなくなり， これに代わってH剥こ革命

的民族統一戦線とか， あるいは単に民族統一戦線

とか呼ばれてし、たが，呼称は必ずしも定まらなか

った。それとb、うのも，この時期の主要な革命の任

務を，いったい反帝コ反米におくのか，それとも

反封建におくのか， 中共内部におむ、ても必ずしも

はっきりしていなかったからだと，思われる（！HO）。

しかし刊年になると，人民民主独裁の語力2用いら

hるようになり， く二の権力を:J1!う母体として入It

民主統一戦線の名で一般的に呼ばれることになっ

たいID，でれはす／（わち＇ 91共の指導する，労農制

限を基礎とし， 小ブソレジョアジー，民族ブ、ルジョ

fジーおよびその他の愛国分子からなるところの

統一戦線である。しかもそれは，国共内戦期だけ

でなく，革命勝利後も新民主主義革命の全段階を

通じて存続するものとされ，さらにの%には（新中

間成立によって新民主主義革命の段階が終わったと解さ

れるようになって以後），社会主義革命の段階をも通

じて存続するものとされたのである（U,l九

それでは次に， k述した統一戦線論の発展過程

においと，民族ブルジョアジーがどうf{i.tri:づけん

れていたかをみることにしよう。

結論を先にいえば，民族フツレジョアジーが統一

戦線の一翼を構成するという点は， 内戦期を通じ

て変わらなかった心それではなぜ民放ブルジョア

Iラ
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ジーと団結する必要があるのか。ち沢京はそれに

ついて二つの理由をあげる。「かれらが経済的にで

要性をもってレるため，また， 米・7存足元iに努力H

するか， あるし、；土米・ 1降反対のたたかいのなかで

中立の態度をとることができるために I,_-1n，，＿前

者の経済的f主要性とし、う問題につ1ぜ、とはしばらく

おくとして， 後者の理由についてL、：主少し検討し

てみたし、

中共は， l｛怯ブ／l,> ＂］アシーを統戸戦線の’構

成要素と認める反而I, い，:J:,ゆるlt依／1レジョアジ

、ーの二面刊につL、ては，内戦の初期にはあまり，4

Y主主れることがなか ・） たとはL、え、 市iこ招，Eし亡

いたと思われるのすなわち，帝1£1主主，封主EL？主，

I僚資本主義に付して一定の矛盾を ｛d ることに

起I対寸る，ふる時期，ある程度までの本命性ど，そ

c'J資本家とし lごの本tl；ニ由来するも ふるいは主／二

千j;'!L:j主主企， H詑主主， ’広1資資本七みと i，レともな、

んら/J，山政i｛，的，経済的な結ひ－ ）さをれべてL、ふ

ことかんくと：，， 革命に対する動括性ど 1，ぺその A

乏の性格に／）＼、てであるJ さ「｝卜二tf二， 民族ブル

ン1アシー中山右明分子の反動的な政治的傾向と

闘う必要があるということにつし、てもしばしば述

へてヤる I. I l l •c にもかかわらず中共が，ょと校ブル

ジョアジーを－！lして統一戦線の；完成妥ミおと規定

し，またそら寸一ることができたのにはラ やはり

定び）条件があったとみるべきであろう。洋観的iこ

斗て， i大の上うな； ＇くつカ hJ）条件カ‘正，） ＇） ，竺と 0え

I 1 I抗戦中治 hら戦fをにかけ C.t6Jif1'.tに肥大化Lt~ 'i\ ’ 

僚資本山｜ごで.I:¥;持、T一昨］業がたえず！正iU士吃け CJ'

I）‘ ・t ／二戦後 1J•f\i:k'r余剰物資を， 1,.e,、三十る 1r.U1lli1に

ア ｝ 1）力製品の氾濫によって民族産業が常に危機

に立たされていたため， R校つ守ルジョアジーとTI

僚資本および帝国主義との問の矛盾が非常に尖鋭

r6 

fヒしてし、たこと G

(2）抗戦勝手Jj後の「和平，民主jを要求する［世論

に対して中共は桜力これを尊重し， そのような要

求をぬげる大衆運動におヤて中共はむしろ積極的

にイ二シアテ fヴをとったのに対して国民党はも

っ；iら弾圧をもってこれに臨んだためにヲ そして

また内戦激化と同大家族による収奪によってもた

ら主れた経済危機から脱れるために，国民党支配

地i心／）民衆の間に，積極的にで、あれ消械的にであ

れ、 革命を支持する層が急速に拡大していき、 R

lj'Jf f1l-ジョアジーをも包み込む aつの趨勢がっく

りiUされたことり trろんこのような趨勢が／） くり

出されるにあたっては，敵を最大限に孤立させる

という中共の統一ー戦線政策がおおし、にあずかつて

力があっfこことはし、うまでもなし、り

(3) 111.Jtは広大tL革命松拠地によって支えられ／；こ

強力んー武力 人民解放軍を有しており， It!共抗争

の叫にあ＇ -c動揺する階級に対しては， jJでも.) 

て権力状況を J 》くり変えてし、くリアリストでもあ

ったが (i1ic,1, ]I:;方矢つ、ルジョアジーの似JjにはI↓i共と

革命のヘゲモニーを買わ、うるような武力も政治勢

力も有しなかったことっ

しかしながら，以上のような条件が存在L，し

たがって民族ブルショアジーを統一戦線の一翼を

f蒋｝戊するものとして位寵づけることができたとし

ても，実際の革命情勢の進展の過程で民族フルジ

ョfシーが動揺をきたすーのはむろん避けられない

わけである。 11かでも民族ブ、ルジョアジーにとっ

て街常的て、あず〉たと忠われるのは， 中Jl:による次

の：つの政策tn、L}j主！の提起である。

そぴI .つは抗戦中の減干n減息の政策から，徹底

した地主， 富畏の上地の没収と再配分の政策への

転換であ，.＇~亡、「：五・四指示 i (46年5片4日）およ

び「！：地法大綱J(47年10月lOH）がそれであるc こ
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れにより新旧の各解放区において土地改革の非常

な高まりが現われた。むろん土地改革はまさにブ

ルジョア革命の主要な内容であり， それは私営工

商業の発展のための障害を除去することになるか

ら，私営工商業にと 7 ても有益でLあるとしばしば

ι吾られてはャた（，.16＼しかし中l弓のブソレジョアシ

ーは同時にみずからも地主であるという場合が多

く，また血縁的司地縁的な紐帯に上〆 pて農キ！と緊密

［こ結ばれているのがむしろ普通であったから，中

共のこの政策転換は民族ブルジョアジーにとって

もやはり大きな衝較であったに遣いない。 しかも

この時期に，地方の中小都市の工商業iこ対して誤

って士地改：本まがし、の措置がとられ， これに多大

の打撃を与えるといった事態が発生したけ 17ノ。こ

うした二とが民族ブルジョアジーの不安をいっそ

7つの九せることに／仁 Jたと思われる。

レま~－ノ，は，蒋政権の打倒および官掠資本の没

収の公然たる友明と‘ これに関連して提起された

一一連の政策， 方針がやはりなにほどかの衝撃を与

えたであろうと推察される。

第 lに，これらの政策，方針は 1917年末から48

年初めにかけてい，〉せいに提起されたが， そのこ

とが当時の軍事情勢によって惹起された不安とあ

L、まって， 中共の勝利が必至であるとの印象を A

般に与えたと思われる。そしてそれによる民族ブ

ルジョアジーの動揺は，やはり避けられなかりた

であろう。 もっとも、ちょうどこの頃から官僚資

本を先頭にL、わゆる「工業南遷jが顕著になるが，

その主国は， 軍事情勢の返i直に加うるに，国民党

内経済政策に仁〉ご経済活動かZ包官、させられたか

らだとされている心 18）η ともあれ中共は、同時に

私営工商業保護の方針を強調するとともに，｛生産

の発展，経済の繁栄， 公私兼顧（公私双方の利益を

はかる〕，労資[ILJ利！とL、う新民主主義経済の指湾

方針を明らかにした。

次に官僚資本の没収表明は，官僚資本の没収が

どの範囲にまで及ぶかという民族ブールジョアジー

にとってきわめて切実な問題を提起するこ左にな

った。この問題につL、ては， 中共は官僚ブルジョ

アジー＝大ブツレジョアジー， 民族フツレジョアジー

＝中小ブルジョアジーと規定すると同時に， この

l乏JJIJが単に資本額の大小のみによってなされるの

ではなく， その買弁性，封建性，独占性，官僚性

といった資本の性格まで考慮して決めるべきであ

るとして，民族ブルジョアジーの不安の解消に努

めている加19）。

最後に，民族ブ、ルジョアジーが革命に主体的に

対処しようとするとき糖墜となるのが， 中共によ

る統一一戦線内で、の指導権の主張で、あった。 この主

張は抗白戦後の中共の統一戦線論におし、て雨期的

f仁志味をもつものであー》たとい－ ）てU‘、り という

のも，おそらくこの頃までは， 中共の主張はかザ）

ての政治協商会議における決議や， 当時の主張と

異ならないものと一一般にみなされていたと思われ

る。したがって， たとえば中共の主張する民主連

合政府は，本来各政党，政派が平等の立場で参加

するものでなければならなかった。 ところが新政

協になると事情が違ってくる。そこでは中共の指

導権が前提されているからである日的。しかもそ

れだけにとどまらず， この統一戦線論における変

化が，経済政策の面にも微妙な変化をもたらして

いる。以前は国民党官僚資本による独占を非難し，

私営工商業の広範な発展を保障するものとして解

放区の工商業政策が対毘されていたが， 中共の指

導権が明確に主張されるようになったいまでは，

遠い将来における社会主義的な改革と現在の私営

工商業保護の政策との相違が強調されるようにな

－）た。もっとも， 中共の指導権の主張につし、て，

17 
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民族デルジョアジーの側が三当時どこまでその頁怠

をi蕗確に理解していたかは問題であろう G おそf》

く中共の主伝に従来どはi主う何物かを真然と感じ

ていfことし、うほどのことであずFたカミもしれなし、。

しかし中共からすれば指導権を主張「る意味は明

らかであったcすなわれ，革命の勝手I］が可能性かん

必然d陀に転じた「歴史の転換点」 ('121）にあるという

ヨ刃子おυγ f /<' 、ゅι、ri向日」中手 ) ＇；、 、， それはもっぱら民族ブ、ルジョア

ジ－i二向けられていたのである。 したがってまた
この主%~か「）‘ 「民族ブルジ？！アジーは革命の指

特背にはなれ，~こ' 、L, i工l家権力の仕かで了！：＇妥な地

（，＇，：全 i'iめるべきでもなL、jt :1 2,lという帰結が哩か

れるであろう。つまり， 同じく統・戦線の構成要

京であっても、 統一戦線の基礎をなすのは労畏［，，］

円）j--,"; -wl , (/) －） 丸、， 民族ブルジョアジーと，j,－：／ノレジョア

二一；む、わ：f抗2戦線を形成するに「ぎなL、ので

ある。 そして二れ二そまさに人民民主統一戦線iこ

おける氏放ブルジョ 7ジーの位置を示すιのであ
，，」。

‘←」-C士、， 以 1::.1司共肉戦期の統一！被総論の発展とそ
こにおける民族ブルジョアジーの位置づけの問題

を究明してきたが， ここで議論を ，）j;;進めて，新

中日成立に上 ＇） てそれがどう変わず3たか， 1ふるい

は変わらな／p,Jたかを次にみることにしよう。

191（）午l()月 lHの新中i去の成立に先だって， 同

年6月15日カ込ら；3力月にわたって新政治協商会準

仙会が問カミれ， こ川会議において実質的に主！？中！万

(I〕：宗本機構と制度がっくり上げられた。 またこの

会議に引き泣いて q1j司人民政治協務会主主m11口！？町

（本会議がI＼目Htされ、 そこでは中川人民政治協商会

」一組織法， ｜可Jむ同相官民， 中央人民政治組織法〆， 2:!'

などが採択された。この二つの会議には， 民族ブ

／レジョアジーと特に関係が深し、とされる民主建国

会をはじめ， 各政党政派の代表やその他の民主人

18 

企が多数参加した。

この政治協商会議は一面ではたしかにかつての

「政治協商会議を回復したi（毛沢東〉という側面

をもっていた。つまり， 抗戦勝手IJ後に漢好を除く

中区！のあらゆる階級， 階層の代表が一堂に会し，

平和で民主的な新中国の建設につL、て協議したか

っとの政治協商会議のし、わば挙国 A 致的な性格を

継示しているという意味ではまさにそうであった

（むろん今回は地主，大ブ？ルジョアジーの利益を代表す

る蒋介石グループσは排除されていたが〉。しかしそれを

「人民民主統一戦線、の組織形態であるjとする共

jri）綱領の規定が示してし、るように， それはまっfこ

く新しい基礎の上に成立した政治協商会議であっ

た。したがってまたこの政治協商会議を母体とし

て成立した新政権の性格は， 「労働者階級が指導

L，労農同盟を基礎とし， 民主的諸階級と国内の

仔民族を結集した人民民主独裁j

規定された。

の権力であると

ところで問題は， 税引委成立によって階級関係

に変化があったのか否か， あるいはまた革命の対

ぎ1や， 任務が変わったのかどうかということであ

当然変革命の成長，転化の理論からすれば，
町，，

<,_) ,•, 

化がなければなるまい。 ところがこの点につヤて

の中共の説明は当時ははなはだ陵昧であった。そ

して1953年の秋に（，L24〕「過渡期の総路隷jlこ言及

す一るなかで， 主計中i：正iの成立が新民主主義革命の基

本（Y',］終結と社会主義革命の開始を示すものである

とする公式見解が伝えられるまでは，［“当面， Iド

同本命と中国社会はなお新民主主義的で社会主義

的でない”とする用論がー般に行なわれていたj

いお）のである。

来！？民主主義革命から社会主義革命への革命の転

化の問題についてはこれまでも数多く論じらして

いるし， またそうした理論そのものを論じること
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は小論の目的ではない。 ここでは革命勝利の前後

に，革命勝利後の階級関係や新政権の任務と関連

して，民族ブルジョアジーの佼置について a般に

どのように理解され， また説明されていたかを明

らかにすればよい。

1949年3月の中共第七期二中全会において，毛

沢東は，革命が勝利し，士地問題が基本的に解決

されたのちにおける圏内の基本的な矛盾が労働者

階級とプルヅョアジーとの矛盾であるとし， した

泊三って私的資本主義に対する「制限と反制限は，

新民主主義の閤家における階級闘争の主要な形態

となるであろう」と指摘した位26〕。この指摘が劉

少奇の「新民主主義革命をうちかためるj とL、う

路線と対比されて，今日非常に強調されてL、る

位27〕。しかしこの毛沢東の報告は当時は公表され

ず，二中全会については簡単に会議の概要が報道

されただけであった位2ヘしかもそこではヰ主命勝

利後の基本的矛盾につνてふれることたしただ

次のようなことが述べられていたにすぎない。す

なわち，党外民主人士との長期にわたる協力を，

思想、のうえでも司工作のうえでも，確立Lなけれ

ばならず， その場合無原則的な妥協主舗の態度に

反対すると同時に，団結を妨げる「関門主義」や

閣題を回避する態度をとってはならなヤ， という

ようなことである。そして，むしろ当時は，／かな

くとも現在利用可能な資料にみるかぎり， のちに

みるような見解ーーかりにこれを劉少奇的な見解

とよぶならば， その方が圧倒的に榎勢で、あって，

毛沢東の先の指摘を引用したり， これを敷約した

議論などはほとんどみられないのであるじ1'29)0 そ

れではその理由は何か。

第1に指摘すーべきことは， 毛沢東の指摘が故意

に伏せられたかどうかは別として， 当時の情況か

らすれば，次のような理解が一般に行なわれるの

はごく自然なことであったと恩われる。すなわち，

地主，買弁的官僚ブルジョアジーを代表する蒋介

石政権を打倒するために結集した労働者，農民，小

ブノレジョアジーおよび民族ブノレジ盟アジーの「4

階級」連合からなる人民民主統一戦線の政権が成

、KLたとき， この統一戦線が引き続き維持され，
新中国建設の任務を担うのは当然だと考えられた

であろう。現に民牒ブルジョアジーが参加し，積

極的な役割を果たしているこの政権にとって，革

命の敵は依然として地主，官僚ブ、ルジョアジーと

悶民党残存分子であり，新政権の任務は新民主主

義的な共同綱領の実現にあるとされた。革命はな

お新民主主義草命の段階にあると解されていた

が，明らかにそれは社会主義革命の段階とは区別

して考えられていた。むろん将来における社会主

義への移行は予定されていたものの， それはかな

り先のことだとされ仰掛，しかも最大多数の人民

がその必要を認めたときになって初めて， じよじ

ょに社会主義へ移行するものと説明された。中共

の指導者たちがそう説明したし， 当時の理論的な

説明もこれに歩調を合わせてU、たのであるは；n)o 

次に，いま一つより積極的な理由として，政策

的ないし経済的な配躍が考えられる。すなわち，お

くれた中国経済を発展させるために民族ブルジョ

アジーと協カしなければならないどいうのがそれ

である。それも，単に民族ブルジョアジーの企業

管理者や技術者としての専門的な能力や知識を活

用するという花けではなくて，私営企業自体も一

定の範囲内で長期にわたって存続させ， さらに発

展させるべきものとされた。むろんその場合，公

営企業と私営企業，労働者と資本家の間の矛盾に

ついて語られたかったわけではない。ただこのよ

うな矛盾は， 国家機構が人民の手中にあり，また

官僚資本を没収し， これを社会主義的性質の国営
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企業に変えることにょっと，経済の「管制高地」

を人民が学担ーすることになるから， それは大きtc

ブ脅！或とはなりえないとし、うのである。

それでは，このような政策的な配患が本命の成

長唱転化の理論とまったく無関係になされたかと

いえば， 決してそうではなかったc このような配

慮の根底には，以下のような考えfjがあったので

ある。

たとえば次のようにL、う乙新民主主主社会から

社会主義社会への移行を保障すと3ためには工業化

しなければならない。社会主義社会は凶家の工業

化の基礎のJ・J二打ち建てられるのであって， 分散

し唱 おくれた民業の基礎のu二打九建てることrt
できなL、（ i'.l:!：＞，あるいはまた次のようにャうり中内

では現在なお国民経済全体に占める社会主義経済

（悶常および｛「作社経済〕の比重があまりに；J、さし、。

したがって社会主義化のためには， ま一；ミ私，芦I；業

をt合めた工fた子全i￥グ〕発！民をi土かるな力、で社会」： 

詫経済を優先fr0に発JJ全させる二どに

屯をi白める必要がある（ •Vl3 ]
0 

これらの見解に特徴的なことを要約していえ

ば，社会主義への移行のためにその物質的基礎を

極喧：こ重視するという二とを， またそこにまずι
業化をー 次に社会主義化を，とし、う段階論的発想

が見られるということであるけ＇.¥4i，そしてこのよ

うな見解ないし発想が当時支配的であったとする

ならば（口町涜激石が民族ブルジョアジーに向か

つて語ったとされてヤる次のよう江発三も什361司

それからi尊かれる当然の帰結であった！っ L、えるか

もしれないの 「中戸lの経済が発展し， みんなのlj:_

,fi水準か上がり，能力のある企業家は国~~－工場を

管理できるということになれば， どうして自分の

私有財産に固執する必要があろうか 7 将来はあ

なた方のなかにもおそらく多数の共産党員が生ま

20 

れるであろう。j

もっともこのようにみてくると，以上のような

見解と先の毛沢東の指摘がまったく相容れなし、よ

うにみえるけれども，実際には当時は中共の指導

者の多数がそうは考えなかったに違いない。それ

は‘つには， の%にみるように現実の必要に迫九

れて，私営工商業に対する制限政策が，逐次強化

されていくといった事実があったからだと思われ

., 
も〉っ

〔d‘l) J11:w., 1中i寸戸、広：！日：のf叫すから椅；市への1:1'1

の'11点移行に ・）l、ごJ（『アンア経済』，1968;F5月号〉。

Gt2) 怜1E1lif•J）／￥；文の翻沢は『新 tjtl'f1 資料集目立』

,':{; l {0 （日本川際問題研究所朝日， 11（｛和33:f.)所itv。

(lt :-l) A 伊jをあげil ,.f, f受i者統易戦線今拡大せ

L J （『m衆』11論， 第J3tさi;{HOJtJI)。''1 II与山［第三）j［主iJ
f,il長4こし＇）II子科、戸 IIJt、・＜： t、る。 I ,r(, 1，，品19461ドjCT立；

';'.J, 7.{¥ 2 11，明12・13iVI{i Iii）。

(ii 4 ) i'J&梓ft. 1紀念本 ilJ 九 ，i~'I J （『部衆』，；｛n3を

与ri9 WJ〕3
en 5) ［長問純一戦線合拡大せよ！（『群衆』n論）o
(/Ui) U白担i1,rは資料lj;成』（第 IZき）！司iJ!'，（。

(:L7) ［「$！i1!1H資料化成』（者111.主）

en s) 『F；中l叫資料集成』（第 2巻）
(Ll9) tJh「“！又7行為1”的1¥（＂見」（『昨衆』，第2

さ第441むI)参照。たどし， b沢東「b：朕プノレ／ヲアレ／

!r,fJ i肉料＇ I：ーに w ＇＇・＇ζJ (1948 'I 3 1 J 1 n) （『Ei1（京区

i（』，（ヨ・： 4き）カ＇J，じにそれに’べ、て述べごいらが， こ

れは士＂ii防止t夫されなかっf。

〔注10) Jj )j「反常反対建的分別り春先－J （『群探』、

:;1 2 ＇；＇主総 37朋） I: .L'. 、τ反干（，＇を主と 1べきだとしfこω
が批判され， U）ち，・ ::.Hfe:11q｝；家紋とl持政格しつrr例を
i-Ll ＃＇；.：と？ベラくあると I.f：。なお ｝））j；土華南！｝） fr )j 

!; ' ｜：共指啄おであり，『刻衆』にも［；ょ Lば巻頭論文生

’Aせ〈いf：。 二ν上うぺ’If1目三か,UC¥ tこFパよt., f二~ 'N 

fiij / Iこ円であ Jf二。

(iUl) ti,i.l以ij、「人民i込i統’iilx.i)ilと人JI:'.!(t:独

i&J （『東Ii文化研究所記要』， t高2511H), 82ベーン。な
お，人！（｝I:';十一独裁（「専政」）ゴ）~[i は巳以来，｝）11名な論文

「人民民u：，放を論fJ LJ.1foからif!いられており， 49
01 JiしjI Y! Cf：ィ！（京［将ip.命進行子IJJJ"UがJt'Zf)Jではないか

と！』、；•tl る。
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（注12) 李維漢『中関における統一戦線』（新fl；転出

版社， 196:>1j参照。

（注13) [ ii：東「民族ブι／ヨアジーと！HJI世iI>I・ Iーに

ついて」。

（注14) 色沢東「当面の情勢とわれわれの任務J。た

だし， 「民族フノレジョアジーと開明紳上に〆）し，てJで

は，民折、ノ，，ンヨアシ← 1，川 j,、数の右翼分 r，令.＇，＇，，誌の

敵であ ｛＇.， L : 、る。

（注目〉 この点については前掲封Ii稿参照。

（注16) たとえば許糠新「耕者有其問是発際工商業

的前提」（『Wr衆』，第1巻第40Jtll）。

（注17) こJi；こついて ιrli／掲七日稿で紹介 Li c, 

（注18〕 r: t南遷についコ.：， ll'経済周総』（沼G巻

第20期）および『経済導報』（第72則）が1948年5月に

それぞれこの問題についての特繕号を出している。

（注19) /1 ff.新「論大'ti,J’階級与中小資斥Wr絞（l'J区

別l]J，胡 i°'JJ）「区別資産陥糾IYJ！、中小没有μ、必l!l•j .，」

（『群衆』，弟2省第19期，同第27J明〉。

（注20) たとえば「関於傾導権問題等間J(ll'併衆』，

1n2巻第26JVJ）は，抗戦中心「三三制」につし、ても，

中共の制fa！.と政策が各民I仙肘士代表して Lけい）であ

るから， 「一二制」実施、7 と、。こもその指導依を保持

L，強聞なものにすることができた，と述べている。

これは事実であろうが，当時の中共の説明と著しく迷

ってい7，士と：7謝覚哉「ーで；l,l]if'J理論与実際J（『隙II

寧辺区参政f～之献葉輯』， Yこ’夜；が；羽， 1968{!, 19吊ぺー

ジ以下）けん、てみればよ＜ l力、る。

（注21) 毛沢東「汗面の情勢とわれわれの任務」。

（注22) 毛沢東「人民民主独裁を論ずJ（『新中悶資

料集成』，思 2：＇£＇） 所収。

〈注23) '・ 4れも『新1l•i1~ffH集成』（：Jr,2 '/'c) 

（注24) 徳島正夫『中国の人民民主政権』， 439ペ－

v，注（12）参照。

（注25〕 if;j鳥定夫『中国の人民民主政権』， 435ベー

ユ〆。

（注26) Lil＇.東『中国？時党； ｛＼七期中央づ在日会：1l二

同総会での報告」（『毛沢東選集』第4巻）。

（注27) 「資本主義工陶業の改造をめぐる：－.つの路

線の闘や」〔『l,'ilj少奇批判』，夜行書店， 1969(1っき；JI至。

（注28〕 『人民日報』， 1949:1九月25日。

（注29) モ沢東の二中全会の報告はのちに若十手を

加えられた形跡がある。新民主主義青年聞の第1閃全

国代表大会における任弼時の報告中に，そのごく短い

引j日があり，それが毛沢東選集中のその部分と若干の

';-, i,JにおL、て紹進がある。しかし大 7な内容修正はな

か－， t：であろうとHI測される。なお任1li'，待の引用は，

のちに1952年の「云反」，「五反」運動において部分的

に引用されるまでは，この報告を引用した唯一の例で

はないかと忠われる。

(il:30) 革命日ちがi後どれ位のIUJmlfl：汽企業が存討し 1-

〉ら山かという；＇） itft;,j，；家が最も安IIりたかったことで

あろう。この質問に対して，むろん何年間と答えうる

はずはないが，通常はのちに引用する毛沢東の言葉「革

命ぷ全国で勝利しtこci）ちにおいても，やはり長いあい

だ手，，J存在を許与なければならなしづ（「当面の情勢と

L.H i 、れの任務J）を 4い、て，この J:c~ 、あいだというの

は2, 3年のことではないと答えている。たとえば，

何維今「工業家懐疑什仏？」（『経済潟報』，第111期〉

参照。

（注31) 中共指導.f,の説明は， 11，同人民政協第一ー l•i]

全体公議にお付るおj少奇の f凋幕議戸むや周恩来の共

同制移i草案の審議経過説明などにみられる（し、ずれも

『中華人民共和国開国文献』，新民主出版社， 1949年）

IJJ llしなおこのん、に Jいても福防止fJtii;;JH33ベーンJ;.Z

F参照。

（注32〕 華同 r論新民主主義社会的歴史地位』，『新
民主主義論学習資料』 （広州区高等学校政治謀総教学

£民合， 1951年jJ'!i ~Vo 

( ii 33) 千家野j「新民主主義経待F(U！走族資本笈j

（『持i奈月報』，店IJf!j '.;)0 

(lt34) 拘i稿「伺¥Ttfの解放と労働者階級（ill)J（『ア

ジア経済』， 1970年1月〉。

C ,135) 当時l」， H.：会主義へ修行するためにはか仕

η内皮に工業化されf：基礎がな判ればならないという

のは，一般に認められていたとニろごある。『華防報』

（民間38年7月14日社論）など。

（注36) 周日行「新中国的工商業家」（『新中国主商

業家的道路』，華僑経済出販社， 19soq）に引用してL、

， 
ν‘ 

II 私営工商業政策の展開と民族

フノレジョアジー

l. 私営工商業政策の基本方針の確立

ここでのわたくしの課題は， 中共の私営工商業

に対する制限政策の側面から，毛沢東のいうとこ
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ろの民族ブルジョアジーに対して罫争もすれば団

結もするという政策がどう展開されたかを究明す

ることである。最初に，共同綱領に規定する私営

工商業政策の基本方主iが確立されるまでの経緯に

ついて述べξ）ことにしよら。

抗日戦中の辺区においてもすでにのちの私営工

商業政策の原型的なものが？乍在しており，辺区に

おける経済工作の経験の蓄積は「は力sり知れない

ほど貴盤な宝J（注1〕であったといわれる。ただ辺

区経済の実態は，若干の小規模な公営企業を除け

ば， わず;1,＇に農村手工業的なものが介：出したにす

ぎなか〉た。

抗日戦争終結後の中共の工商業政策の出発点に

なったのは， 1946年1月の政治協商会議に提出さ

れた「和平建国網領試案J（注2）が提起している

「財政極済改革」であ－：， Iにと思われ心。 ミれはご

く簡単なものではあるが，国民党の統制政策iこ

反対し問符（実は官僚資本jと民営山待出を確定

し（国z釘の主誌の範囲を限定する意〕，国r計1」業iこ対す

る優遇措置を取り消し，民間工業の援助を主張し

ていた。また当時の中共は，国民政府が日本から接

収し， l王l討とした企業が所定の範囲をはるかに超

えてνる二とを指摘し唱 l士l民経済の校幹を左右す

るようなものでなく， むしろそれに有益な私的資

本主義経済は自由に発展させるべきであるとして

いるか：l)C政治協商会議で決議されたi和半建国編

領ju，中共の主張を大幅ぷいれて，独占性のある
企業および私的資本では経営できないものは国営

とするが， その他の企業はすべて人民の経営を奨

励するものとし，以後は二の原則に照らして現行

の施策を再検討し，改善するものと規定した借り。

1946年には『解放日報』紙上などに辺区政府が

国営企業を民営に移譲する刊がしばしば報道され

ているが， これは以上のような中共の立場を反映
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したものとヤってよいであろう（法的。ところがや

がて内戦の激化とともに，土地改革の闘争がしだ

いに織烈なものになるにつれて，情況が変わって

くる。この土地改革の闘争の過程で，私営工商業

に多大の打撃を与える事態が発生したことは前に

もふれた。また一方では，革命情勢の進展によっ

て解放区が拡大し，中小都市，やがてはかなり大

規模な都市の解放が進むにつれて，工商業政策の

盆要性がますます高まることになった。そこで中

共はこのような情勢に応ずるために，従来のよう

に凶民党の経済政策批判としてではなく，革命勝

手I］後の展望をも踏まえて独自の工商業政策を提起

する必要に迫られた。

この要請に応えたのが，前述の「当面の情勢と

われわれの任fおと題する毛沢東報告であった。

三こでは新民主主義の3大経済綱領とあわせて，

「生産の発展，経済の繁栄，公私兼顧，労資両手lj」

どし、う国民経済の指導方針が示された。さらに

「iド国経済かたちおくれてし、るこ Eから，広範な

小‘プ、ルジョアジーや中位のプノレジョアジーが代表

する資本主義経済は， たとえ革命が全国で勝利し

たのちにおヤても，やはり長いあいだその存花企

詐さなければならないし， また由民経済の分業か

らいって， そのうちの国民経済に有益なすべての

部分はなおある程度発展させる必要がある」とし

て，革命勝手lj後の見通しにつL、亡も語っている。

毛沢東のこの報告に続いて，翌年の2月8日に

「労働運動の正しい路線を堅持し，極“左”冒険主

義に反対しようj という新華社社論値引が発表さ

れ，その車殺に各辺区で工商業政策の極左的偏向

是Eのための指示が多数出されている（注7〕（とれは

土地改革の闘争の過程で犯された偏向是正が狙い〉。

このような情勢のもとで， 1948年5月に，政J/'.f,

労働組合，公私営企業，協同組合などの多数の代
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表の参加をえて，華北解放区工商業会識が開催さ

れた。そしてこの会誌に宇品、てその後の工向業政

策の基本路線が敷かれた。公営経済および私営経

済の相宜の関係についても次のような原則が定め

られている〔H:8〕。

(1) 軍需工業および国民経済を左右したり，独

占性のあるものや，私ノ人では経営できhい工業を

除いて， そのほかの工商業はすべて私営や公私合

営が許されるむ公営工業は貫工業，軍常工業，機

械器具製造工業， 重要な工業の原料，器材を製造

する工業などの経営に力を集中し，軽工業につい

ては，国家は私人の財力が及ばないか，あるいは

国民生活じ正i‘ちに影響宇るような企業を経営し，

こうして私以工業が広大な発展の可能性を有する

ようにする。国民党統治区の工商業家が解放区に

来て工商業に投資するのを歓迎し，各種の援助と

便宜を供与；る。

(2) 公滋商業は解放戦争と人民の生産に服務す

ることにし，政府は公営商業に財政上の任務を負

わせてはならない。公営商業の具体的な任務は，

国民の生i山こ関係ある主要物資の価格生宗掘して

安定をはかり，工業，農業，話1］業産品を販売し，

人民が必需とする生産財，消費材を供給すること

にあるc 物州政策の出では，公営商業は私蛍商業

を指導し， 共同して物1出iを安定させ，生涯を援助

し，買いだめや投機に反対すべきである。

(3) 政府i立法に従u、公営企業に一定の権限を与

える。たとえば軍需工業の強占，葉市品の統一買

付，国家銀行の貨幣発行，銀銭業の管理，金銀お

よび国民党法幣，外国為替の管理など。これらの

措置比戦争の勝利をかちとり，経済闘争を行なう

にはどうしても必要であわかっ完全に台理的な

ことである。同時に市場を安定させ，器材・原材

料を供給し，負担を軽減させるなどの面で，私営

企業にもたいへん有利なことである。ただし政府

か賦与するこれらの権限の伝かには，公蛍企業と

機関生産（寧や政府機関が直接行なう生産） iこなんら

かの特権を与えることはない。

(4) 公営企業は国民経済に有益な私営工商業を

偵極的iこ援助すべきである。出家銀行は，実際の

必要性と可能性に基づいて， 国家経済と人民の生

活に有利な工商業に対して借用を供与し，私営工

商業が外国から必要な原料と機械を購入するのに

使宜を図るべきであり，公営商店は各主要城鎮に

物資調達機構および販売部門を設立し，私営工業

に原料，器材を供給すべきである。公営交通事業

の運送費は工・員・商各業の発展に有利なように

すべきである（このほか労資関係についても原郎的な

規定がなされているが，これはどちらかといえばかつて

の極左路線の是正といった色彩が強い〉。

ところで， ここに定められた原則は，のちに共

1,,J綱領に規定された私営工i認業政策の基本:JnHと

一見したところほぼ一致するようにみえるが，そ

の文，両者には決定的な差異があるように思われ

る。すなわち後古ーにあって前者iこないものは，

つは国営経済の全面的な指導性の確立であり，い

ま一つは私的資本の国家資本主義への方向づけで

ある。そしてこ i)），，誌における両者の差異は， 1年

余ω情勢の変化を示すものであろうが，そこには

次のことが含意されていた。

わたくしは先に， この時期に中共が統一戦線内

での指導権を明確に主張し， それが経済面にも微

妙μ反映してν、ると述べた。たとえば，上述した

原則を国民党経済政策批判のときの中共の主張と

比べるならば， そこには明らかに経済面での私営

工商業に対する制限強化の意図が看取できる。一

例をあげれば， かつて国民党の国営企業の業種，

範囲があまりに広いと非難したとき，それには中
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物（中国紡織建設公nJ, Iii日本企繋を接収したもの）の

ような軽工業まで国首にするのは不当であるとヤ

う意味がこめられていた（It9）。しかし軽工業のl詩

吟企明記したU、まで仁t司 中紡が掠収後［ほ官企業と

されることに疑問の余地はなかった。

しかしながらこの制捜強化も，長期的な方向性

としてはそうであっ／；ニポ， より短期的tこ見tc.場合

には評価が変わってこざるをえない。というのは，

ヨ時の工商業政策ドおける極左的偏向是正という

趨勢からすると，この会議の決定は， どちらかと

L、えば制限強化よりも私営工商業保護に力点を置

νていたと解さざるをえないからである。その点

は，この時期の中共の工商業政策を公表されたも

のとしては最も詳和に述べている。 ;ir1ヤー「解放

区の工業政策」 (IJ:lのにおいていっそう明瞭であ

る。そこでは私営工業に対する制限には三及する

ことなく，大規模な工業建設に資本家の協力が不

可欠だという見地から， 「公情工場を私営または

公私合営に改めることは，私営工業， 資本主義の

発展をいっそう促進するものである」ことが特に

強調されている。なおついでにし、えば，この論文

はまた， 中外両利の原則に基づいて外国の投資家

にも便宜を図るべきであるとしている。

ところで， このような華北解放区工商業会議当

時の趨勢は， その後一部で右翼的偏向を生じ，そ

の是正がは方、られたといわれるが〈注目，しかし大

勢としては， この趨勢は新中国成立時まで継続さ

れfこように思われるっその間， 中共七期二中全会

における私的資本主義に対する制限の強調も，こ

の時期の政策面にどれだけ反映されたかは疑問で

ある。むしろ当時の私営工商業政策の基調；ま，次

の劉少奇の発言（注12）にみられるようなものであっ

たといってよいであろう。動によれば、資本家が

生産を拡大することは客観的には資本主義的搾取
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を拡大することを苦味するが， それは現在の条件

のもとでは許されるだけでなく，必要なことであ

り，労働者にとっても国家にとっても有利なこと

であるから，功績があることになる。マルクスも

共産党員もいまだかつてブルジョアジーがその青

年期に社会の生産力を発展させたという功績を百

定したことはなし、。またかれはこうもいったとい

う。一面では労資の階級矛盾という事実を認めな

ければならなヤが，一面では矛盾のなかに両利を

求めなければならない。いずれであろうと不利な

方が必要かっ適当な闘争を行なうことができるの

である。解放臨後の天津で行なわれた蜜lj少奇のこ

の談話は，資本家の不安を鎮めるうえで絶大な効

果があったとされている。

新中国のいわば臨時憲法である中国人民政治協

調会議共同綱領において，新中国の私営工商業政

策の基本方針が繕立されるまでには，実は以上の

ような私営工商業政策の発民の経緯があった。た

だしこの基本方針に関するかぎり，前にも述べた

ように華北解放匹工商業会議の決定に比して，私

営工商業に対する制限強化の点では大きく前進し

ているといってよいであろう。そこで両者の相違

とし亡述べた2点を中心iこ，共同綱領中の関連条

文の要点を摘記しておこう。

共同綱領は， まず新中国の経済建設の根本方針

が「公私兼顧，労資両利，域郷〈都市と農村）互助，

内外交流」の政策をもって，生産発展，経済繁栄

の罰的を達成することにあるとし， 国家が国営経

済，合作社経済，農民および手工業者の個人経済，

私的資本主義経済および国家資本主義経済の各，7

クラ←ドの間を調整し，国営経済の指導の下でお

のおのその所を得させるものとしている（第26条み

またおよそ国家の経済と人民の生活に有益な私営

経済企業については，人民政府はその経営の積極
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性を奨励するとともに，その琵展を動けねばな「〉

ない（第：30条）とし，さらに，必要で可能な条件の

もとで，私的資本を国家資本主義の方向に発展す

るよう奨励しなければならず， それはたとえばいJ

家企業のために加工したり，閑家と共同経営した

U あるし、（土賃貸ν川三式による i諸家約企業経営i.L

いしは国家の富概開発などである（第32条）とす

る。そのほか商業についても，国家の統一的な経

済計画の範囲内仁おL、て園内交易の自由を実施す

るが，市場を捷乱する投機商業に対しては厳重に

取り締ムなitれti't; 1－，ない二と， i司常交易機関口

需要供給を調整し，物価を安定させ，人民の合作

事業を助成する責任を負うべきtこと，人民政府は

必要な方法全もつご人民の貯蓄を奨励L，華僑の

送金を便利にし，社会の遊資および悶家・民主に

無益な商業資本を；L業およびその他小生皮事業；.：＿

投入するようにしなければならないこと， などに

ついて規定してU、ゐ（第37条）ρ

それではこのよぺ t，私営工商業政策の民本方針
が現実の政策としてどのように展開されたか，こ

,i Lが次ぷ）課題であるしi ただその前にj毛布j綱領に J 》

いて指摘すべきことが2点ある。第Iに，当時そ

れから受ける印象として，対中国の~：設が経済rp

心であって，共同綱領が経済にもっとも重点を置

いているようにみえると語られていること印13),

沼2に， L、うまでもないことであるが‘ 共同綱領

における私営工商業に対する制限の意図は明らか

であるとしても，決してそれは直接的な世会主義

的改造を目指すものではなく，結局は「主とし

て，資本主義経済の外図的諸条件の制限として，

市場統制の形式で民間」位Iわされることを予想し

たものであったということである。

2. 工商業者の絶縁化

都市解放に伴う中共の私営工商業政策の具体的

な展開過程を追跡するにあたって， 最初に工商業

者の組織状況， すなわち工商業聯合会や同議公会

（業種別組織）の設立の経緯とそれらの任務ないし

機能についてみておきたい。ただしこれに J功、て

も資料がきわめて乏しいので， ここではその概況

を／］ζしうるにすぎなし、 とくにギルド的色彬が強

か円た旧同業公会の解体の過程については， 多く

は不明のままに殖されるの

{i-J也で工商業聯合会準備（「害警備J）委員会などの

組織化に本格的に着手するようになるのは， 49年

8 )J 以降のことである。 したがっご北京， 天はその

場合は解放後すでに半年を経過していた。むろん

その問労働争議の頻発や，生産を！日Htするろえで

多くの難問がilJ捕していたなどの事情はあ.）たに

しても，自月になって各地でいっせいに商業団体

の組織化工作ん寸！よ起されたのには， それなり Lハ理

由があった。

わどくしはカーって都市基層政権の建設過程を追

跡したときに（ii15），北京，天津などの都市におし、

てはその建設方式として街政権方式出下からの政

権連投方式が作折し， 人民代表会議などの形式を

とった上からの政権建設方式がこれにとって代わ

ったことを桁摘した。そしてこの政策転換と同時

に労働組合や同業公会などの大衆組織の設立が緊

要とされたのであったC とれがすなわち組織化工

作い／》せい提起の主因ではないかと思われる。各

地における同業公会などの設立準備は，人民代表

会議の創設とほぼ時をいiじくして開始されてい

る。

たとえば天津においては， 8月中旬から 9月末

にかけて全市町の業種がすべて新工業同業公会を

設立した（そのうち四つは閉業小島且〉。これには 1万

目的の私営企業（ヱ業〉が参加した（／¥1<のくただし独

立生産者を含まず〉。北京・天津においてはこれらの

Zラ
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同業公会の蔦礎のJ:1こ市の工商業聯合会準備会が

結成されたのヴはないかと思われる (i]17ヘ

一方， u毎では北京，天津とは逆に， 8}l 26日iこ
まず上海市工繭業聯合会の準備会が成立し（／i'l8¥

これが推理問体となって9月以降各業種竺とに同

業公会の設立 1その多くはL'/1:紘nをはカ＇＇＇亡、、る c

上海の方が先の 2都市に比して政治，経済情況が

いっそう複雑であり， しかも解放後日が浅いとい

った事桔はふ d》たにしても，組識化に:ts，，、て上か

らの改革と L寸色彩がより嗣著であるのは、両者

における基層政権の建設方式の相違を考え合わせ

ると興味深し、。 上海における組織化の実情は次の

ようであ v、f二七

最初lニ；J:,, ）事実を知γCおく必要が払る。解放

時（49年6月から翌年5月まで）に上海から逃亡し

た資本家は， 不完全な統計 Cf主あるが＇.；； JI);f'<名に

すぎなか J , I二， 19) cこれにy上下jiノト商工業訴は；＼J.れな
い？）。そして，大規模企業の経営者を含めてその

多数が残留し，解放後に政治協商会議や人民代表

となったりう政府のポストを占めたりしに訂も少

なくなかィバ二（！）である＇ '.'iJ 'oこのことは，のちの

「三反J，「五反」運動の；註味を理解するためにも

ぜひ承知しておく必要がある。したがってまた，旧

市商会およびに業会（この2系統に分かれ口、た）や

かつての両業公会の組織は解放後もほはそのまま

存続していた。このような情抗のもとで， 49年8

月，上海市第ー回人民代表会議におけるI二商聯準

備会設立の決議に基づレて苛市政府および工商界

の協議のもとにその設立のための委員会が発足し

た。そしてこの委員会が主体となって， かつての

工商会と工業会を統合し，工商聯準備会全設立し

た。これは公’片企業代表16名，私営企業代表75名

（うち工業48，商業28，一般15〕，計91名の委員をも

って構成された。工商聯準備会成立後はこの準備
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会の下に接管委員会，各同業公会整理委員会など

を設置し， それぞれ任務を分担させている。この

うち接管委員会はi口市商会，工業会およびその他

政府の指定する工商間体の接収を行なった。工商

聯準備会は実質的にはそれらの事務機構のかなり

び）:'HI分を引き継いにのではなし、かと思われる。同

業公会整理委員会の方は，上記の接管が一応終了

したのちに，！日間業公会の整理計画をたて，その改

組に若手した。会員代表によるかつての公会の批

判，険討を行なうとともに，民主的な公開の討論

を経て準備委員の人選を行ない，工商聯準備会の

審査，市政府工商局の承認、等を経て新同業公会準

備会が成立することになっていた。この整理工作

は初年5月にはほぼ予定の工作を終え，大多数の

業種で同業公会準備会が発足するかまたはそれに

近いところまでいったという。なお工商聯準備会

のH:65としては，組織化工作のほか，税務，生産

技術，公私関係.t，ζびその他‘般業務等の面で存
企業に対する指導工作を行なうこと，工商界の意

見全政府に反映させること，各種の大衆運動や公

h'f ,r1化の運動などω推進母体となること，工商業

についての各種の調査を行なうこと，機関誌を発

行すること（『上海工商』，『上海工商資料』）などが

あげ、（）;t't,る(iL21• 

lrztをに同業公会の任務についても一言付言する

ならば，業種によって統一買付委員会を組織して

原料供給を保障したり，労資の団体協約の締結を

促進したり，政府に各種意見を具申したり，民覧

会開催のような政府の工作に協力したりといった

任務があげられ位22），またのちには私営企業の経

営改善に大きな役割を果たすべきものとされてい

る、 Ic:l）。

3. 都市解放後の私営工商業政策の展開過程

初めに都市解放直後の経済回復状況を概観して
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才Jこう

部市解放時に多数の企業が工場（商店）閉鎖や，

操業停止寸前に追レ込まれてL、たことは容易に恕

i象できるであろう。 そのことを忠えば，た土えは

;jヒ〕λ 天津における解放 i年後のirM0:状況には円

覚しいものかあった υ北京では解放直後（49{f~ }J) 

の全市♂）私営工業企業中 4分の lが操業全停止し

てL、ナ二カ入 同年1ゴ月には原有企支（ただし50人以ト

の企業；土 1%以下）に対し企業数で !11.0肝心，職員，

労働者数で 47.O:=i＇＼，の増加企示し亡し、る ii 21；‘ ；た

たi辛においてf仁 ））；（、千1894: iP与J（作業ffi,

だし家内工業的なものをえまず）のうむ解放後ゴカn
内にその90'}{1以1が生産を再開L，同年末にはIJj 

l (i(J（）；ニt（刊111-tこU 労働青・職員数t6 1)0731名カ‘

ら 7万~！計約三名に増加し亡おり，その生産高も比較的

規模の大きレ企業では解放古H,n1E・；活必水i'fiJ) HO'¥, 

まで［口ii反したとされている（：＇恥 ー｝j~~li'.i J）軽1.

業生産高山日（）%以I：を山めて 1，、たと vれれる上海

におL、どは解放ll寺山経済の荒廃；土もす》ともi宗主I］て、

あったり 49年6JJ はじめ山IH工全会の統計；二上h

ば， 各業誌を通じて操業中の工場；士平均：lO＇；，－；，にお

たなかず pたといわれる f'126), と三九が1,ij>f. 7 r:1と

年末を比べてみると， 私営紡椋業山 i,1（）万銀山う

ち稼動しているも山山割台市； 7',l万からお前ヘラ ま

た操業中｛ノ）仁場が：-JO%に達しなかった染織業（染色

および織布〕が95%に達しておりち その他の主要な

業種におL、ても同年末にはほぼ8～ 9割までL円＇H反

している（＇ :'7 'a 

それではこの時期の私営工商業の回復と発展に

とって大きな障害は何であり， またそれがどのよ

うにして克服されたかっさにみることにし上うけ

都市解放直後に中共は各地で私営企業の代交と

たびたび意見交換のための会（，を併iu、た。 そうし

た府で資本家側からIllされる問題t土決まぜ》亡労資

m1係， 原料供給と製品の販路を確保する問題、 ~ 

転資金不足， 税負担の公平などに関する問題であ

ここでは原料供給と製品の販路の確保（／）問

題にぺL、て少し検討してみたし、。

q, j七；土， 都市解放に上〆〉て私営I：商業の発！廷に

土ってtn;i,う‘るい将来が約束されたといったJ /,  

ぜなら， 解放によって1古僚資本の圧迫と外国資本

による市場支配が打破され， またつ与年隔絶されて

いた都市と農村の交流が可能になるとともに，

地改革によって広大な農村の市場が開けるからで

ある。 lかし←iて商業の発展全保障するはずのこれ

「予の条件l土、 少なくとも解放直後は単なる可能性

であるにとどまり、 現実tこは，私営1：商業iこと.' 

て解1/J.はむしろ既（r：内経済基盤の喪失をJ古味する

ことl二ti.・，／三 1 ・ tけバパ；t11,jj:j宅支配のHff!J：土‘

りl（料供給源と製，＼t，の販路全失わせることに／（.＇た

解放戦争が継続してL、るtlfJはこれに代j）ζ，IJ;(

れ供給源やdi駄を見出すことは千五易でなかったれ

たとえば！：泌で‘i上同民党統治拷Hこは原綿のり（｝%以

上を輸入に根.，・ており，羊毛i土初年にはその85%

を輸入してL、ふ｛ 28) まfこ、 土くに i：海工業iJ'¥'c 

J.t建的，

.Bりう

'i"・tt白11:1也的条件下でi崎県ffJ発展を遂げて

モのTb場はほとんど外国とiヨ内山大都市に

依拠しとし、た， 本来こうした問題の根本的な解決

には産業構造全体の根本的な再編成を要十るであ

7) ご） !J', ともあれ中共は， 都市解放のその日か「予

仁業のために原料をh寵｛呆し‘

る必要に迫られたのである。

製品の販売を保障す

中共は都市解欣直後に官僚資本没収， i耳民党余

円券の！日］l以，金銀，外国為替の統制等の諾措置とな

らんで， 直ちに生産維持のための措置を講じてL、

上海では解放直後の6月 lFlから 9れまでの
.. 
0。

間に 322企業の工業製品を買L、上げ， 2 f志S的。余

万元を支出Lて資金棒りにtiliむ企業の救済にあた
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り，また7月に原料不足のはなはだしい21の私営

ゆ績企業に三万担の綿花企！共事会してヤゐ（第1回

目） Cit29)0 やがてこのような救済措置いしどいに

組織的に，計阿的に行なわれるようになり，その規

模も漸次拡大していったc 同じく上海では， 19年

。私営企業マ山貸付額かろ（）(I ;j~万J乙で， これはT.

商業への貸付総額の52.8%にあたるもωとぷれ，

また上海市の花紗布（綿糸布〉公司は委託加工，発

生，買付け等山方式で主任r!JrJl紡績，織肴ぃ染色関係

に／〉工場，同／」｛＜＇＞ ：~分の 2 口、 kを援助しとと，，、う。

同傑に北京でも 49年中に花紗布公司が染織業に対

して買付けまたは原料と引換えによ〆〉て取得した

各種綿布i;t I '1,i万余疋， 4三：牛定額の54＇＼，を i'iめた

ヒいう（／ :, ' ' このよう t，：：政的の援助措ii"i 治仇~J'.h し

た私営工商業の日覚しいI日！復によっておおし、に力

があった士とはいうまでもtn、であ7，うは

こうしく中政の回復lこ問 J一る限り， 鮮政徒 i年

足らずの聞に情勢は著しく好転したが， しかし4

方では財政収支の不均衡によって物価騰貴はペコま

ず，投機や民II；めは依？8としてさかん仁行べわれ，

Jこ。とこん／； • :=ill年の3月に政府が財政れ渋川下の

統一的管理についての決定を公布するに及んで，

情勢は大きく変わった。 この決定の狙u、は，革命

の勝利によ〉ご全国の経済とdi'場が統一 1れたの

に応じて，合凶的な財政収支の統一，物資調達の

統一，現金管濯の統ーを実現することにあった。

そしてこれらしり措置がとられた結果， 財政収支の

不均衡は急速じ改善され，物frtliはただんに安定し

た。しかしそれは同時に私営工商業の経質危機を

｛半った。「1950年3月，物価が下落をはじめると，

長年にわたりインフレ仁刺激されてきた見かけだ

ヴの購買力は突然きえうせ， di場では一時的に食

糧，綿布など重要消費物資の供給過剰の現象がお

こった。このためインフレのなかで発展してきた
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私営銀行と私営商業の一部は営業停止または倒産

し，投機，買占めになれていた私営工場も多くが

ストック過剰となり，負債がふえ，操業停止，操

業短縮という窮地におちいった。たとえば， 当時

上海にあった投機的な銀行や銭荘は半数以上が倒

比一L，荷j吉は 1'.1;-1] ( I＇二として投機同）が倒産した o

.i.::I羽私営工業の6月しつおもな製品生産量は 1月μ

くらべて，綿布は38%，絹織物は47%，毛織物は

三（）＇；／，，巻タパコは 59%，苛性ソーグは41%，紙は

:{7いi）減産をみた i,,I :ll)。そしζ このような危機的

情況は，民族ブルジョアジーの聞に再び私営工商

業の前途についての不安をよび起こした。政府は

社会主義化を意凶してヤるのでは Ii.L、かというわ

け仁点、る。

このような民族ブルジョアジーの不安に対し

て，中共は私営工商業保護の方針が不変であると

とを繰り返し強調した。陳雲は改めて次のように

述へた。 「工業のおくれた中闘では，長期にわた

って民族資本家が工業を発展させ，工業に投資を

行九：うことは進歩的なことであれ l~l家にとっ ζ

も人民にとっても有利なことである」（／±32）。また

天津市長黄敬も問趣旨の見解をもっと卒直に述べ

てかる。かれによれば，今日みられる公私関係の

欠陥を生んだ涼肱！の一つは，一部の人に社会主義

iこf ）いての認識の誤りがあったからである。「社会

主義は大規模な機械制生産の所産であり，工業化

の所産なのである。中国は目下のととろ工業生産

が経済全体に占める比重は lO'X，むある。現在の基

礎からすれば，工業化の達成は決して短期間のこ

とではなくて， 10数年から20年ものちのことであ

る。それゆえ私営企業は新民主主義経済の段階に

おし、ては，一定の地位と発展の前途を有している。

恐れたり，憂慮したりするのは非科学的な見方で

あるJ（注33）。
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a方政府は， このような私’厳正商業のf高機的情

況に対処するために， 50年6月から工商調整の名

で呼ばれ込一一連：の政策を実施すらI，二至った。 これ

には三つの某本的環があった。第1に公私関係の

調整，第2に労資関係の調整，第3に生産，叛売

関係の調整がそれである。 このうち公私関係の調

盤は公私工商業関係の調整と工商業者の税負担の

軽減の二，) （ワ措置からなっており，前者は国営経

済の指導的地位を確立することと， 国営経済の指

j再ドで私日工商業に所を得させることが〆＇f:O，狙い

であったとされている（d:34）。しかし前述した陳雲

等の言説からも知られるように、 この調整政策の

}J点はどむらがといえば国営経済の指導性の確立

よりも私営工商業の保護ないし救済の方に置かれ

ていたと思われる。 この政策iこはまた国営商業機

関の業務範聞を限定し，私営問業に活路をFj・える

などの措l首が含まれてb、た。

下企商業調整♂）具体的な措置につし、てこ＿： C詳述

することはしない。ただ小論の課題との関連から

して，次心7〕2点を指摘しておきたL、。

第1に，この政策実施後，結果的に加工，発注，貸

付け，買付けが著し〈増加したことであるc たと

えば1950年の下半期に全国綿紡織業の生産能力の

70%以上が委託加工に従事しており，また同年6,

7、8の1カ月聞に l:海私営機器業に対する発注

は生産能力の60～80%に達した（泊35）。しかしなが

九このよう／：c細工， 発注の著しい増加は， j当面の

危機を逃れようとする私営工商業側の強い要望に

じるものむあ J ただけに乙＇ L36），情況が好転ナれば

私蛍企業側がそれを欲しくなくなるのは当然であ

づたは37），これに対して政府の方は，委託加工に

よってかたりの損失を負担しなければならなかっ

たことを思えば C1件の綿糸を委託加工させるごとに

！！？、綿46斤の引失を負担しなければならなかった）（ヨ38)0 

少なくとも当初は，委託加工をある程度以上に用

加させることにはむしろ消極的であったと思われ

る〈白3910

第2に， 工商業調整を契機として，これも

した意同のもとにというよりも必要性に迫られて

といった色彩が強いが，悶営経済の指導ないし統

制が強化されたととである。一つには，従来加工，

発注等は各機関，公営企業で任意に行なわれ亡し、

たのが，以後はたとえば上海市で原料，製品の統一

的な需給計画に）ι九、て行なわれるようになり，
生産計闘・操業事，加工費などが統一的に決めら

れるようになったからである。それといま一つに

は，政府の援助が電点的iこ行なわれることにな，

た（政府の救済能カが限界に達していたため〉のと引

換えtこ，企業にけして企業経常の改善を厳しく求

めるようになったことである。委託加工を請求す

るときには経営改詳の計画を提出して審査を受け

るものとされた（！！4則。私管企業側は経営改善のた

めに，肥大化した，非能率な機構を縮小し，冗員

を削減して生産向とをはかるとともに，中小企業

の場合はいくつかの企業が聯合して経営する（「聯

営J）ことポ奨励された。

さて， 1950年前半の危機的な情況は，上述した

工商業調整政策の実施に加うるに， 三の年6月に

は朝鮮戦争が勃発し、 またこの年に土地改革が基

本的な達成をみたことによって， この年後半から

翌年にかけて私営工商業に非常な繁栄が訪れる。

なお私営工商業政策の面では51年の4月に「私営

企業暫？？条例jが会布された，これ；土， 一方で私

営企業内手I］潤分配に一定の制限を付しながらι、
他方，資本家が各種の企業に投資し，経営する目

的は， 当然利潤獲得にあるのだから，もしこの面

で投資家の要求を満足させることができないなら

ばかれらの投資に対する積極性を損なう，とし、う
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のが立法趣旨であったοこの条例山41)の公布が「三

反」，「五反」運動開始のわずか半年余前であった

ことは注闘に値する。

それでは長後に， 国民経済復興期の私営工商業

に対する制限政策の総決算ともいうべき，「.＝.反」，

r五反j運動の展開過棋を追跡、し‘上述した中共
V〕払営工商業政策の延長線上においてこれ合どう

位蹴づければよいのか考えてみたい。

まず国家機関の工作員のなかでの汚職， ;1’E費，

官僚主義に反対する「五反」躍動であるが， これ

は朝鮮戦争:Y契機としぐ開始さitた愛国噌環節約

選劫の不r,f欠の一郎として位置づけられてL、た。

それは第1に，都市進駐後に腐敗，陵務したいわ

ゆる老幹部に対して，第2』こ， 国民党反政機関か

ら引き続き佐用された工作員に対して， 向けられ

とける Uιっところが「三反j運動によって摘発

された汚職，腐敗は， 当然ながら大部分か資本家

の賄路に起因していた。それというのも，この時

期（士私営工商業が著しい発展を示し， したぷって

また資本家の暴利追求も顕著になるとし、う情況に

あ7 たからである。 「三反J運動が，私営工商業

における贈賄，脱税， 国家資材の窃取，手抜きと

材料のごまかし，国家情報の窃取，に反対する

「五反j運動に発展 J0のは必王であったように

みえる。

ところでこの「三ばj運動や［五反J速効の性

格であるが，最初に汚職・変質反対，官僚資本主義

反社の運動を提起した高揃の報＇J_;,(1951年向月31日）

( I 13）では，汚職や官僚主義は［地主，’肖｛烹，貿弁

およびその他非ヅ口レダリア的意識形態，生活方

式司工ff作l<JitをわtJa立内に持九込んだも (I)Jとし

て，そこではブルジョア思想という語は意識的に

避ヴられてし、たと，Eわれる。 ところがわずか半月

後の『東北日報』社説イ注44）は，汚職反対の闘争か
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マルクス・レーニン主義によって武装したプロレ

タリア思想、と封建主義およびブルジョア思想、との

闘争であるとはっきり述べている。

ここで想起すべきことは， f三反j運動が提起

されるまでは，たとえ私営工商業に対する制限政

策がさまざまた形で強化されてきたという現実が

あったとしても， フツレゾョア思想、との闘争がこれ

ほど公然と語られたことはなかったということで

あるわしたがって「三反j運動の初期に，ブルジョ

アジーとの合作を鳴えながらなぜブノレジョア思想、

に反対するのかどし、う疑問が出されたとしても，

決して不思議ではなかった。 しかし運動発展の過

程で、 「ブルジ百アジーの革命陣営に対する気柾

いじみた攻撃jの実情が次々と暴露されると同時

に， それがプロレダリアートの指導権に対する直

接の攻撃であり‘ 支たブルジョアジーの捧取階級

としての本性に由来する腐敗， 堕落した思想、と行

動のヅロレダリアートの隊伍への侵蝕であると規

定されるuHs)Iこ至ると，今度は逆tこ，にもかかわら

ずなぜブノレジョアジーと合作しなければならない

かと L寸疑問を生じるであろう。そしてその点に

ついての当時の説明は必ずしも明快であったとは

ヤえなし、（，i.46〕，ともあれ， ［三反j運動に続し、て

提起された 1-/i反j運動の場合は， この運動か違

法な工商業者いわゆる「五議」に反対する闘争で

あって，私営工商業の消滅そのものが目的でない

ことが，運動の初めから強調されていたように思

われる。次に上海における「五反J運動の展開過

程を追跡してみる二とにしよう。

上海での「五反」運動は（／＼47），当初は工商界の

イニシアティブによって， i月中旬から鮪路反対，

ベテン反対，暴利反対，脱税反対の「四反J運動

として開始された。 1月の上海市玉商代表拡大会

議においてその開始が正式に宣言された。 しかし
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容易に推察しうるように，私営工商業者の団体で

ある工商業聯合会（準備委員会）の指導によって徹

底的な闘争が行なわれるはずはなかった。現にそ

の指導者のうちの少なからぬ者が違法行為に関係

しており， しかもそれを悪とする意識がほとんど

なかったからである（私蛍工商業者にとって滋業上の

贈物はあたりまえのことであったみそこで2月5日にな

Jて，上海市人民委員会と市の協調委員会の拡大

会議において以後は工商界の「坦白」（自己の誤りの

行自）と検挙；心、っさい増産節約委民会が統 ー的

に処理するものとし，従来その問題を処理してき

／で工商業聯合会と同業主主会の工作を停止した。そ

してその直後に全市店員 f五反」運動代表会議が

開催され，ここに「五反J運動は大衆運動として

新しい段階に入ることになったコ しかしそれでも

なお闘争は容易に深化，徹底しなかったといわれ

る川∞。そこで他の地区の「五区j運動がすでに

終束段階に入っていた3月25日に， 上海1nrtr・区

増産節約委員会拡大会議において，陳毅が平等度

「］i.反］運動内正式開始を宣言した〈主49）。ただし，

運動はこれ以後，政務院の公布した「北京市人民

政府の“五反”運動における工商業者の分額処理

に関する基準と方法jに基づヤて， 「組織的，計

画的」に行なわれた。しかしそれが，上海の工商

業企業16万：1100のすべてにつし、て，しかも工湯労

働者の集団審査によって「五毒」行為の摘点など

からみても、 かなり徹底したものであったことが

わかる。

全［1］的に「 I~反j 運動ο審査結巣をみると，北

京，天津， u弘武漢， Jl;)H等9大相1市におし、C審
査された 45万余の私営工商業企業のうち，程度は

異なるが「：－Li.1UJをき巴した企業が：14万余， 76＇；色を

占めるほ50）。このような審査は広範な大衆の参加

をとえて初めて可能であり， その主々は労働音階級

であった。 この運動は都市解放後初めての真に革

命的な大衆運動であったといってよいと恩われ

る。だからこそそれはおそらく当局者の意図をも

こえて，私営企業内に労働者企業管理権を確立し，

資本家の企業経営権を空文化させてしまったと考

えられる（白.51＼したがって大衆運動の側面からみ

た場合には，一定の制限の枠内で資本主義の存在

と発療を許容する左いう，「こうした復興期におけ

る資本主義の存在形態を貫く論理」（門5むをすでに

それは超えてしまっていたのではなかろうか（ただ

この点については労資関係の面からより詳細な検討を必

要とするであろう〕。しかし，もしそうだとすると，

f五反J運動の過程で，国営経済の指導が特に強

調されるようになったり (it53), また資本家が利潤

追求を第 1fこ考えるのでなく，人民への膿務を優

先させるべきだというような意見が現われる「n:s4)

などの， 政策面や対民族ブノレジョアジー認識にお

ける微妙な力点の変化を，大衆運動の現実が，は

るかに乗り超えてしまっているとU、ろごとにな九

九それといまーっ指摘すべきことは，やや簡略

化したいい方をすれば，社会主義の物質的基礎強

化＝私営工商業保護の等式が f五反」運動の過程

で切断されたということである。ただし，社会主

義の物質的基礎を万能視する考え方に仮本的な再

検討が行なわれるには，重工業優先発展を建前と

する第 i；欠5カ年計両の経験全経なければならな

がったのである。

（注 1) 伴暮橋ほか『中国国民経済の社会主義的改

定i』（！ヒ仏外文出）j,:il , 19印斗）， 20ベーシ。

（注2) II'解放Ii¥ii.JI，民国3;;111)1241 i。

(l.t 3) 丁樹脊「何謂“第1期経済建設原則”」（『解

放日報』，民間35，・ド3Jl14日）。

〈注4) 『若手衆』，：＋m巻第3・4期合TJJ。『新中国資
料集成』所収。

〈注5) Lぺ JJか仔：Jをあげれば，晋察費fi致委員会
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の24の公営工場の民営への移織の決定については『解

放日報』（民国35年4月28日〉。東北でも機収企業のうち

非軍事的な性絡のものは逐次民営に移綴する予定であ

るとしている。周而復「月売上井的時候」 （『群衆』，

引11を第10・11期合刊〉。 ft，，長，1)tt体例；t，沢然 f111i剰i
C ＇•，；；汽車公司J （『群衆』， ：n13をな＇＼ (i期〉。しかしそ
J』！為 ｛＇，＇にも賃金や利益の同日う；＇ （＇）店IC政府 νフ「指君事jが

l{lf1; Iているようにみえうわ

(;1 G〕 「哩持職工運動的正佼路料、，応対“左”｛lli

m会主義J（「fl前形勢和我1門的任務』，新民主出版社，
1949年）所収。

Ot7) 「円安魯子中央糾II：左傾阿険主主主的柄引j

11か。『関於工商業的政策』（中間Ill版社， 1948｛ド〕 19f

J1 / 0 

（」i8) 『鮮衆』，第2fr :J,3［敗。

( I 9) 徐)j略「違反n1r 1t i-,1 f:,i ,;on’J i司民党二中全
, l'h｝，経済決議J（『解放II十＇MJ', 1,~ 1 "135{1 3月26El）。

(ii 10）『新中国資料せ｝ペ＂＇＇ :x¥ 2 {21 ''i JI足。

(itll) 華北の臨消i¥fで発生したいわゆる「臨治事

件」がif名♂である。これは｜笥営再調業機関が先頭に立っ

て料化の'i'Uiめをやソたために，投機尚人に l正ずる機

会を与え，物価急騰による市場の混乱をJrれ、たという
【Jiド｜：ある。この事件に J ）， 、ご U) I立'Ii＇；包かで， Jr牽

ii_ /J＿論（49年1月lnl）は），： ／ノ i') '..'.diい＜ニ。 Li；商業

I片＇，,,rt ＇》政策，すなわち工 ii8Iミf;:!1fi1'f，＇）保護，労資 F貴司

王IJ,'J）；－働運動の方針，工商業の克明、：右手1；な干H税政策，

こJL ：， は断闘堅持すべきてあ旬。 tかしこれらの政策

の定地後起きる可能性のある主主さな危険性は， le,傾の

危険性でなく布傾の危険性である」。この例からもわ

かるように中共の工商業政策は突に周到なものであっ

た。しかし，この事件も華北解放区工商業会議以来の

組事事（わたくしは前に生産第一主義的風糊とよんだ〉

, ＇／／えるには至らなかっ之上うで丸ろ冶

(iU2) 章乃－%｝「τfr!'I：向車rl'J桁＇I：」中の劉少奇の

たl ＇，要約をほぼそのま f刊』.I{!fゎ iかしそれは劉

克 l i C.'J j(I；接の引！日ではな‘～，ぐ『人民iI 0!l,'., 1949年5)] 

26日）。

W.13) J,;J 11光「諭Jしl"J綱fij｛的経消政検I(fi＇“前 J,',j

1根』，第9巻第14期〉。

（注14) f片島和維「国民経済復興期における統制政

策とその性格」（『社会科学研究』，第20巻第5・6合併

＇，）〕c

(.:J 15) 拙稿『都市仁Jjij'うfif!IJ作用工作の！長関と
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部轡政権の建設J（『アジア経済』， 1968年11月号〉。

（注16) 維新「天津如何I建立新的問業公会」〈『人民

l:J，織』， 1949年12月25日〉。

（注17〕 北京では11月に工商業聯合会準備会が成立

！日、る。『人民日報』， 1949年11Jl 16 LJ。

C ,118) 『人民日報』， 1949年8JJ 30 fl O ，＆ι経過に
い C1.t，「 4年来i'J(J上海工荷界JC『上ぬ解！政今年』，

両f1/, I ！被llrn.:h上， 1950年〉，「上海11iT1ffi:'fm；，会簿備

;, （（］成立I（『緩済局報』，第9e礼（＼9 J草J）公ど参照。

(IU9) 徐中尼「上海不法資産階級三年来的罪悪h

X}J er新撃月報』， 1952年4月号〉。
(il:20) :r.芸生「Jl均資産階級和上海的深溝高塁J
er新華｝］ 報』， 1952年4月号〕。
0121) i呼・ T ・ E車「解・ff!t-l！米的 Iifti工尚界j

（［＝上海仁il'8'ff t4』，第39・40期合1のつ
Cil22) 紛新「天津如何建立新ぴj同業公会Jo

C ii 23) 『1950年中国経済論文j,'/ff, ::i15判』， 29ベー

／ 0 

0124) 「叩鼻fjo来北京的私営工業J（『新華月報』，

1950年2月〉。

(/125〕 維新「1949年的天津工業Jerr新筆月報』，同
i：〕。

Ct上26) IU光第「一年来上海工業的回顧与模型」

（『行作I司fl／』，第10巻第1期）。

〔?l27) 「ー年来的上海工業J（『上泌物’紋－－j1』〉所

(d28) I 今年来的上海ヱ業jっ

（注29) $崇威「解放後的上海工商業動態」（『経済

間報』，第9巻第1期）。

（注30) 情華等編『七年来我国私営工商業的変化』，

17, 18ページ。

（注31) 辞暮橋ほか『中国国民経済の社会主義的改

J，＇，』，37ページ。

れ132〕 陳雲「関於経済形勢，調整工尚業平n調整税

収ぷ1::1;喧！（『新華月報』， 19田年7Jl）。

(;I :i:i) 「関於汗i者1天津工商業r::il,¥r'iJc『人I(II報』，
l!l50年5Jl2713）。

(11:34) （市業等縦『七年来我国私営工商業的変化』，

19ベー：／。

〈注35) 情華等編， 20ページ。

(it.36〕 挙普「記じ犬城市工商局長会議」（『新華半

Jj fllJl, 19501! 7月）。

(n37) ワ）泡桂「何年来上海工118界i'l:flt改造的成就
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出、j'J:/;--1'.j[ h fなか－＇！こよ：：に， fスラムiドn止力！ど：li';J純料公
みが；小三，：， 1 j りス t市民 Ut lli!f己プ？ふ長日氏、 j、ス 1）人・ ） 

,,-0）今つ l'~ 7のHrl!; ,rいのi／.＇，＼かん； t仁、予 IJ＼ぎ才lfの手去，－，

yつ /,-:,-.! ＇ノ？？時｜？宮i：よとの｛iJi.v，，そ r・tc述人， if,Lで，t,tJ; ，；」 ・) ・.;: 11r，大J-.,;

かtIi( lll I, ' J.t d」;iliJ[,'1の；k1'1のかけにJ-WJLた代h'AN；ーへの必

Yi vl；試みl二本 ,i::., j古川／ム X：~• :tりγーとt、る。
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